
 

 

相続税 

会長挨拶                     山口勝義 

コロナ禍が長期化して不自由な環境が続いて 

います。精神的にも負荷がかかり、今をどう、 

よく生きることが望ましいのか考えさせられ 

るのではないでしょうか。先日、「こころの時 

代〜宗教・人生〜瞑想でたどる仏教〜心と身体 

を観察する」という番組を見る機会がありました。コロナ禍の環境

下にはタイムリーで、現状にオーバーラップしてよいヒントが多

くありました。苦しみは心の中の欲望から生まれる。苦しみから逃

れる道は、日々の環境を整えることである。仏教にある戒律の戒

(シーラ)とは習慣であり、心身を整えていくために良い習慣を主

体的に自ら進んで身につけることが大事である。また、あらゆるこ

とについて慎むことは善いことであり、全ての苦しみより脱がれ

ことにつながる。苦しみはあらゆる感覚器官から入って来て心を

ざわつかせるため、その環境から離れることが必要で、様々な関係

性のなかの「自己中心性」から離れることで弊害を越えられると、

すべてのものはつながっている感覚を持てるようになり、自分と

世界との関係性が見えてくる。瞑想によって心の仕組みと世界と

の関わりに気づき、「生きとし生けるものは幸せであれ」苦しみの

解放から慈悲の心に気づき、幸せであることを他者にも振り向け

ていけるようになる。この心身の観察によって得られる、自分へ向

けた智慧。他者との関係性の中で生まれる思いやり、社会に向けた

慈悲。これが仏教にとって大事な 2 本柱だそうです。意外にロー

タリーにも通じて生かせる学びでした。 

また、先日 5/15(土)に開催された、RI2730地区大会での地区指

導者育成セミナー、 RLI日本支部ファシリテーター委員長の中村

靖治氏の講演を視聴しました。前半は「ロータリーの中核的価値観

を中心にロータリーの親睦を考える」との内容でした。今日の世界

は変化のスピードが加速し、つながりや奉仕の新たな機会が生み

出されています。不変なのはロータリーを定義づける中核的価値

観に対するニーズです。中核的価値観の中で以前は一番目にあっ

た奉仕：Serviceが最近は親睦：Fellowship（組織の中で生まれる

友情）に代わり、これを大切にするようになってきているそうで

す。1923-24RI会長であったガイ・ガンデカー(Guy Gundaker)氏の

Fellowshipの「利己と利他の調和」から 1923年に開催されたセン

トルイス国際大会に提出された第 34号議案決議で「超我の奉仕」

公式標語が生まれたそうです。「会員に対するロータリークラブの

義務と責任」では「よい親睦とは、必ずしもロータリーの肝心肝要

の部分ではありません。しかし、ロータリーという組織が根を下ろ

し枝葉を伸ばすために、よい親睦は最高の土壌といえます。」とあ

りました。決して低いリスク環境下ではありませんが、細心の注意

を払いながらも大切な時間を楽しみ共有していきましょう。 
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格付けアイテム 

 

・赤ワインはどっち？ 

・エビ煎餅はどっち？ 

・超高級茶の香りはど

っち？ 

・秀治名人のかっぱ巻

きはどれ？ 
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